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— Joyce Msuya, Acting Executive Director, United Nations Environment Programme. 

Accreditation, alongside other quality infrastructure 
tools including metrology, standardization, conformity 
assessment and market surveillance, can support 
this shift. Third-party conformity assessment services 
(testing, inspection, certification, validation and 

and systems with the requirements specified or 
claimed. Accreditation of a conformity assessment 

trustworthy and reliable. By verifying compliance with 
standards, accreditation protects consumers and 
removes technical and economic barriers to trade, 

providing opportunities for products 
and services to go global. 

Signatories to the IAF Multilateral 

and ILAC Mutual Recognition 

each other’s accreditations 
as equivalent, with the aim of 

“Accredited once, accepted everywhere”. Under the 
umbrella of the ILAC MRA and IAF MLA, accreditation 
and accredited conformity assessment services 
provide an essential contribution to the implementation 
of policies and actions aiming to protect the planet.

Accredited conformity assessment can support 
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the traceability of organic food is clear. Laboratories 

test soil and ground samples for pollutants, helping 
inform decisions on land use, soil regeneration and 

carbon neutrality, used a sustainability management 

The world economy relies heavily on natural resources provided by healthy ecosystems, and yet we continue 
to put these ecosystems through enormous stress and to consume resources at an alarming rate. The United 

resource-intensive and more focused on climate mitigation and carbon removal alongside biodiversity protection 
policies are essential for long-term economic growth.

“Economic growth which comes at the expense of  our planet is simply not sustainable. 
Our challenge is to meet the needs of  all people within the means of  our planet. Realizing 
this ambitious but critical vision calls on governments, business, civil society and people to 
reshape what we understand by progress and innovate to change people’s choices, lifestyles 
and behaviours.”
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世界経済は、健全な生態系から供給される天然資源に大きく依存していながら、私たちはこの生態系に
膨大なストレスを与え、驚異的なスピードで資源を消費し続けています。国連（UN）環境の「世界資源ア
ウトルック 2019 世界資源アウトルック 2019」によると、
生物多様性の損失や水ストレスを引き起こす原因のうち 90% が、また、温室効果ガス (GHG) 総排出量
のおよそ 50% が資源の採取と加工が原因で引き起こされました。
長期的な経済成長のためには、生物多様性保護政策だけでなく、資源集約性が低く、気候変動の緩和
と二酸化炭素除去に焦点を当てた、より持続可能な生産様式への大幅な転換が必要です。

「地球を犠牲にして成り立つ経済成長は、どう考えても持続可能とはいえません。私たちの課題
は、地球上で利用できる手段を駆使してすべての人々のニーズを満たすことです。この野心的
ながら重要なビジョンの実現には、政府、企業、市民社会、そして人々皆が、進歩によって得られ
る理解の再形成を促し、人々の選択や、ライフスタイル、行動を革新的に作り変えていくことが求
められています。」

— ジョイス・ムーヤ 国連環境計画事務局長代理

認定は、計量、標準化、適合性評価、マーケット
サーベイランスなどを含む他の質の高いインフラ
手段とともに、この変化を支援することができま
す。第三者による適合性評価サービス（試験、検
査、認証、妥当性確認、検証）は、製品、サービス、
システムが規定または要求された要求事項に準
拠していることを確認し、適合性評価機関（CAB）
の認定は、その結果が信頼に足るものであること
を保証するものです。規格への準拠を検証するこ
とで、認定は消費者を保護し、貿易における技術

的・経済的障壁を取り除き、製品
やサービスが世界へ進出する機
会をもたらします。
                                                                                                                                   
IAF 及び ILAC の相互承認取
決 （IAF MLA、ILAC MLA）へ
の署名は、「一度認定されれ
ば、どこでも受け入れられる
」ことを目指し、互いの認定
を同等のものとして認めて

います。
ILAC MRA と IAF MLA の傘下で、認定と認定さ
れた適合性評価サービスは、地球を守ることを目
的とした政策と行動の実施に重要な貢献をしてい
ます。
認定された適合性評価により、CO2 濃度が規定値
を遵守しているか、産業界からの排出物が許容範
囲内にあるか、有機食品のトレーサビリティが明
確であるかなどを確認し、環境保護をサポートす
ることができます。ポーランド認定センター（PCA）
の認定を受けた研究所では、土壌や地面のサンプ
ルに含まれる汚染物質を検査し、土地利用や土壌
再生、修復に関する決定に役立てています。また、
2022 年北京冬季オリンピック組織委員会は、カー
ボンニュートラルへの取り組みとして、中国合格評
定国家認可委員（CNAS）認定の認証機関により
認証を受けた、サステナビリティ・マネジメントシ
ステムを採用しました。
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Use of standards can help organizations adopt more 
eco-friendly practices, with accredited conformity 
assessment providing assurance that organizations 

scheme owners have developed various conformity 
assessment schemes against which accreditation 
bodies grant accreditation to ensure compliance 
to environment-related parameters. Regulators 
within an economy also develop similar schemes. 
Accreditation bodies, regulators, other scheme owners 
and conformity assessment bodies together contribute 
to this ecosystem of sustainability.

impacts both on the environment and on human health. 
Pollution can have a wide range of environmental 

damage, climate change, reduced photosynthesis, 

Environmental management 
systems — Requirements with guidance for use requires 
that an organization consider 

all environmental issues relevant to operations, 
including pollution, climate change mitigation and 

environmental management system can help organizations 
improve their environmental performance, achieve 
compliance with regulations, and reduce costs through 
results such as reduced water and energy usage.

In the Netherlands, to moderate the impact of Dutch 
agriculture on the environment, SMK (Stichting 

trade. Products with the label need to meet more than 

crop production, soil, fertilization, animal welfare and 
health, landscape and biodiversity, waste and material 
use, and water. This fast-growing sustainability label 

Programme lists four main causes for biodiversity loss: pollution, habitat loss, climate change and over-

ACCREDITATION: A ROUTE TO PROTECT THE 
ENVIRONMENT BY ENSURING COMPLIANCE 
WITH STANDARDS
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素濃度などをガス分析計で厳密に測定していま
す。 ガス分析計は、計量法および環境省のマニュ
アルに基づき、計量トレーサビリティを確保するた
め、認証された標準ガスを用いて定期的に校正す
る必要があります。標準ガスは、JCSS（Japan 
Calibration Service System）の認定を受けた標準
物質生産者から提供されています。これらの標準
ガスは、国家計量標準へのトレーサビリティが確
保されているため、信頼性の高い測定結果を得る
ことができます。JCSS 標準ガスは認定試験所に
供給され、信頼性の高い測定結果や気候変動に
対応した大気管理に貢献することができます

（SDG13）。
環境対策、そしてその後にはひいては世界経済
と、取り組まなければならない課題は山積してい
ます。しかし、規格と認定された適合性評価は、持
続可能な開発目標の達成に向けて努力する中で、
人間が環境に与える影響を軽減する一助となりま
す。

IAF MLA と ILAC MRA の署名機関への調査が行
われました。その結果として、2021 年に、各認定機
関が関連する IAF MLA と ILAC MRA の対象のも
と、環境／持続可能性セクターに作用するあるい
はサービスを提供する適合性評価機関を認定し
た数を以下に示します。

競争優位性を獲得することができます。「On the 
way to PlanetProof」では、農家、園芸家、事業者
が持続可能な活動を行っていることをサプライ
ヤーや顧客に保証し、事業や国民経済に利益をも
たらしています。
16 億人以上の人々が生計を森林に依存している
にもかかわらず、2015 年から 2020 年にかけて、
世界で毎年 1000 万ヘクタールの森林に対して土
地利用の転換が行われています。マレーシアで
は、マレーシア・パームオイル認証評議会が所有
する「マレーシア・サステナブル・パームオイル

（MSPO）認証スキーム」により、パームオイル産業
における森林破壊に対処しています。MSPO ス
キームは、マレーシア国内法と批准した国際条約
に基づくマレーシアの国家的なスキームです。持
続可能性への取り組みを国家レベルで効果的に
実施するため、MSPO スキームは 2020 年から義
務化され、マレーシア規格局の認定プログラムの
もとで運営されています。MSPO 制度は、森林破
壊に対処するとともに、パームオイルが環境的・
社会的に責任ある方法で生産されたことを消費者
に保証することで、マレーシアの経済にも貢献して
います。
気候変動は、現在、人類が直面している最も喫緊
な課題の一つとなっています。日本では、ごみ焼
却炉から放出される排ガス中の一酸化炭素や酸

システムを利用することで、組織は環境パフォー
マンスを向上させ、規制への準拠を達成し、水やエ
ネルギーの使用量を削減するなどの成果を上げ、
コストを削減することができます。
オランダ政府は自国の農業が環境に与える影響
を緩和するため、環境ラベル財団である SMK に
よる「On the way to PlanetProof」という自主的な
品質表示認証スキームを 2018 年に開始しました。
この制度は、国内および国際取引用の食品と花卉
を対象としています。このラベルが付いた製品は、
エネルギーと気候、作物生産、土壌、施肥、動物福
祉と健康、景観と生物多様性、廃棄物と材料使用、
水の分野で 100 以上の要件を満たす必要があり
ます。 
この著しい成長を見せるサステナビリティラベル
は、2017 年には約 300 の農家、園芸家、その他の
事業者が認証を受けていましたが、      
2021 年には 2,800 以上の事業者がプログラムに
参加するまでに増加しました。消費者の環境問題
への意識が高まる中、製品の持続可能性は重要
な差別化要因となり、より持続可能な製品の方が

規格を使うことで組織はより環境に優しい手法を
採用することができ、認定された適合性評価に
よって組織が規格上の要求事項に適合し、要求を
満たしていることが保証されます。世界的に見る
と、スキームオーナーはさまざまな適合性評価ス
キームを開発し、これに対して認定機関は環境に
関連したパラメータへの準拠を保証するための認
定を与えています。ある経済圏の規制当局も，同
様の制度を開発しています。 
認定機関、規制当局、他のスキームオーナー及び
適合性評価機関は共に、この生態系の持続可能
性に貢献します。
大気、水、土壌の汚染は、環境と人間の健康の両
方に大きな悪影響を及ぼします。そして汚染は、水
や土壌の酸性化、作物へのダメージ、気候変動、
光合成の減少、食物連鎖での毒性蓄積、有害有毒
藻類ブルームの発生、魚の雌性化、種の喪失な
ど、さまざまな環境影響を及ぼします。ISO 14001 

（環境マネジメントシステム - 要求事項および利用
の手引き）において、組織は、汚染、気候変動の緩
和と適応、資源の使用と効率など、業務に関連す
るすべての環境問題を考慮することを要
求されています。環境
マネジメント

現在、地球が直面している大きな脅威のひとつが生物多様性の損失であり、ほとんどの科学者が、自
然な絶滅速度の何倍もの速さで種が消滅しているという意見に同意しています。国連環境計画では、生

物多様性の損失の主な原因として、汚染、生息地の喪失、気候変動、資源の乱獲の 4 つを挙げています。               

認定 ：
徹底した規格の遵守により環境を保護する手段

認定は、計量、標準化、適合性評価、マーケット
サーベイランスなどを含む他の質の高いインフラ
手段とともに、この変化を支援することができま
す。第三者による適合性評価サービス（試験、検
査、認証、妥当性確認、検証）は、製品、サービス、
システムが規定または要求された要求事項に準
拠していることを確認し、適合性評価機関（CAB）
の認定は、その結果が信頼に足るものであること
を保証するものです。規格への準拠を検証するこ
とで、認定は消費者を保護し、貿易における技術

的・経済的障壁を取り除き、製品
やサービスが世界へ進出する機
会をもたらします。
                                                                                                                                   
IAF 及び ILAC の相互承認取
決 （IAF MLA、ILAC MLA）へ
の署名は、「一度認定されれ
ば、どこでも受け入れられる
」ことを目指し、互いの認定
を同等のものとして認めて
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increasingly aware of environmental issues, the 
sustainability of a product can be an important 

PlanetProof assures suppliers and customers that the 
farmer, horticulturist or business is working sustainably, 

forest worldwide were converted to other land uses 
each year. Malaysia is combating deforestation in 
the palm oil industry with the Malaysian Sustainable 

scheme was made mandatory beginning in 2020 
and operates under the Department of Standards 
Malaysia accreditation programme. Along with 

Malaysian economy by helping to provide assurance 
to consumers that the palm oil was produced in an 
environmentally and socially responsible manner.

The climate crisis is one of the most pressing 
issues confronting humanity today. In Japan, 

concentrations, are strictly monitored by gas analyzers.  
Under the Measurement Act and the manual of the 

to ensure metrological traceability. The standard 
gases are provided by accredited reference material 
producers under the “Japan Calibration Service 

the national measurement standard, highly reliable 
measurement results can be obtained. JCSS standard 
gases, supplied to accredited laboratories, contribute 
to reliable measurement results and helping to manage 

The challenges facing the environment, and subsequently 

and accredited conformity assessment can help reduce 
the human impact on the environment as we strive 

In a survey of IAF MLA and ILAC MRA signatories, 
respondents indicated that they had accredited the 
below number of CABs* working in or providing services 

under the relevant IAF MLA and ILAC MRA scopes.

ISO/IEC 17020
~ 7,152

ISO/IEC 17065
~ 1,974

ISO 17034
~ 137

ISO/IEC 
17029

~ 5

ISO/IEC 
17021-1
(EnMS)
~ 440ISO 14065

~ 308

ISO/IEC 17021-1
(EMS)
~1,521

ISO/IEC 
17043
~ 462

ISO/IEC 17025
~ 50,507
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*注記, 数はおおよそのものを表す

素濃度などをガス分析計で厳密に測定していま
す。 ガス分析計は、計量法および環境省のマニュ
アルに基づき、計量トレーサビリティを確保するた
め、認証された標準ガスを用いて定期的に校正す
る必要があります。標準ガスは、JCSS（Japan 
Calibration Service System）の認定を受けた標準
物質生産者から提供されています。これらの標準
ガスは、国家計量標準へのトレーサビリティが確
保されているため、信頼性の高い測定結果を得る
ことができます。JCSS 標準ガスは認定試験所に
供給され、信頼性の高い測定結果や気候変動に
対応した大気管理に貢献することができます

（SDG13）。
環境対策、そしてその後にはひいては世界経済
と、取り組まなければならない課題は山積してい
ます。しかし、規格と認定された適合性評価は、持
続可能な開発目標の達成に向けて努力する中で、
人間が環境に与える影響を軽減する一助となりま
す。

IAF MLA と ILAC MRA の署名機関への調査が行
われました。その結果として、2021 年に、各認定機
関が関連する IAF MLA と ILAC MRA の対象のも
と、環境／持続可能性セクターに作用するあるい
はサービスを提供する適合性評価機関を認定し
た数を以下に示します。

競争優位性を獲得することができます。「On the 
way to PlanetProof」では、農家、園芸家、事業者
が持続可能な活動を行っていることをサプライ
ヤーや顧客に保証し、事業や国民経済に利益をも
たらしています。
16 億人以上の人々が生計を森林に依存している
にもかかわらず、2015 年から 2020 年にかけて、
世界で毎年 1000 万ヘクタールの森林に対して土
地利用の転換が行われています。マレーシアで
は、マレーシア・パームオイル認証評議会が所有
する「マレーシア・サステナブル・パームオイル

（MSPO）認証スキーム」により、パームオイル産業
における森林破壊に対処しています。MSPO ス
キームは、マレーシア国内法と批准した国際条約
に基づくマレーシアの国家的なスキームです。持
続可能性への取り組みを国家レベルで効果的に
実施するため、MSPO スキームは 2020 年から義
務化され、マレーシア規格局の認定プログラムの
もとで運営されています。MSPO 制度は、森林破
壊に対処するとともに、パームオイルが環境的・
社会的に責任ある方法で生産されたことを消費者
に保証することで、マレーシアの経済にも貢献して
います。
気候変動は、現在、人類が直面している最も喫緊
な課題の一つとなっています。日本では、ごみ焼
却炉から放出される排ガス中の一酸化炭素や酸

システムを利用することで、組織は環境パフォー
マンスを向上させ、規制への準拠を達成し、水やエ
ネルギーの使用量を削減するなどの成果を上げ、
コストを削減することができます。
オランダ政府は自国の農業が環境に与える影響
を緩和するため、環境ラベル財団である SMK に
よる「On the way to PlanetProof」という自主的な
品質表示認証スキームを 2018 年に開始しました。
この制度は、国内および国際取引用の食品と花卉
を対象としています。このラベルが付いた製品は、
エネルギーと気候、作物生産、土壌、施肥、動物福
祉と健康、景観と生物多様性、廃棄物と材料使用、
水の分野で 100 以上の要件を満たす必要があり
ます。 
この著しい成長を見せるサステナビリティラベル
は、2017 年には約 300 の農家、園芸家、その他の
事業者が認証を受けていましたが、      
2021 年には 2,800 以上の事業者がプログラムに
参加するまでに増加しました。消費者の環境問題
への意識が高まる中、製品の持続可能性は重要
な差別化要因となり、より持続可能な製品の方が

規格を使うことで組織はより環境に優しい手法を
採用することができ、認定された適合性評価に
よって組織が規格上の要求事項に適合し、要求を
満たしていることが保証されます。世界的に見る
と、スキームオーナーはさまざまな適合性評価ス
キームを開発し、これに対して認定機関は環境に
関連したパラメータへの準拠を保証するための認
定を与えています。ある経済圏の規制当局も，同
様の制度を開発しています。 
認定機関、規制当局、他のスキームオーナー及び
適合性評価機関は共に、この生態系の持続可能
性に貢献します。
大気、水、土壌の汚染は、環境と人間の健康の両
方に大きな悪影響を及ぼします。そして汚染は、水
や土壌の酸性化、作物へのダメージ、気候変動、
光合成の減少、食物連鎖での毒性蓄積、有害有毒
藻類ブルームの発生、魚の雌性化、種の喪失な
ど、さまざまな環境影響を及ぼします。ISO 14001 

（環境マネジメントシステム - 要求事項および利用
の手引き）において、組織は、汚染、気候変動の緩
和と適応、資源の使用と効率など、業務に関連す
るすべての環境問題を考慮することを要
求されています。環境
マネジメント

現在、地球が直面している大きな脅威のひとつが生物多様性の損失であり、ほとんどの科学者が、自
然な絶滅速度の何倍もの速さで種が消滅しているという意見に同意しています。国連環境計画では、生
物多様性の損失の主な原因として、汚染、生息地の喪失、気候変動、資源の乱獲の 4 つを挙げています。               
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ACCREDITATION AND ENVIRONMENTAL 
SUSTAINABILITY
A variety of standards and schemes can help guide businesses, industry and regulators in implementing eco-
friendly policies. Accredited conformity assessment to these standards provides assurance that they’re being 
competently and consistently applied.

in testing and calibration activities help measure 
pollution by analyzing water, air and soil quality, 

noise levels and waste, and aid in reducing 

TESTING AND CALIBRATION

CERTIFICATION

supporting sustainable practices and the environment. 
These include: 

• 

• 

Carbon Trust Standard, ecolabelling 
and green building standards. 

• 
such as: environmental professionals, individuals 
involved in ecolabeling and energy auditors.

VALIDATION AND VERIFICATION

REFERENCE MATERIAL PRODUCERS

producers involved in producing RM used 
in testing and inspections for monitoring 
parameters related to the environment. 

providers involved in establishing and 
conducting PT programmes in environment 
related disciplines such as water and soil. 

PROFICIENCY TESTING PROVIDERS

INSPECTION

Inspection bodies are accredited using 

as ambient air quality and vehicle 
emission inspections to monitor 

safety and support the environment.

BIOBANKING

in biobanking facilities maintaining 
biological samples such as 

human, animal, microorganisms, 
plants and fungus through the 

5
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認定と環境の持続可能性

さまざまな規格や制度は、企業、産業界、規制当局が環境に配慮した政策を実施する際の指針として
役立ちます。これらの規格の認定された適合性評価により、規格が適切かつ一貫して適用されている
ことが保証されます。

試験及び校正

妥当性確認及び検証 認　証

技能試験提供者

検　査

標準物質生産者

バイオバンキング

ISO/IEC 17029 の認定は、ISO 14064-1 および

14064-2（GHG）、ISO 14067（製品のカーボン

フットプリント）、ISO 14046（ウォーターフットプリ

ント）など、または VERRA などの民間制度や

ICAO CORSIA をサポートしています。

ISO/IEC 17043 に基づく認定は、水や

土壌などの環境関連分野における技能

試験（PT）プログラムの確立と実施に携

わる提供者の能力を保証します。

ISO 17034 の認定は、環境に関するパラ

メータのモニタリングのために行われる試

験や検査の際、使用される標準物質（RM）

の製造に携わる生産者の能力を証明し

ます。

認定は、ヒト、動物、微生物、植物、

菌類などの生体試料を管理する

バイオバンク施設の ISO 20387

の実施によって、その信頼性を保

証します。

ISO/IEC 17020 の認定を受

けた検査機関は、大気汚染検

査や自動車排ガス検査など、

環境・安全を守るための活

動を行っています。

試験及び校正に携わる ISO/IEC 17025

の認定を受けたラボラトリは、水質・大

気・土壌・騒音・廃棄物の分析による

公害対策や、エネルギー効率の分析によ

る排出量削減をサポートしています。

認定された認証活動は、持続可能な取組みや環境

をサポートするうえで重要な役割を担っています。こ

れには以下が含まれます :

•ISO/IEC 17021-1 に基づくマネジメントシステム認証。

例えば、ISO 14001（EMS）、ISO 50001（EnMS）、

ISO 46001（WEMS）、PEFC 森林管理など。

•ISO/IEC 17065 のスキームに基づく製品認証。例え

ば、GOTS、Textile Exchange、オーガニックスキー

ム、GLOBAL G.A.P.、フレンド・オブ・ザ・シー、

PEFC CoC など。

•ISO/IEC 17024 を用いた要員認証。例えば、環境

の専門家、エコラベル関係者、エネルギー審査員な

ど。
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6

ACCREDITATION CONTRIBUTING TO THE 
FIGHT AGAINST CLIMATE CHANGE 

To meet climate change objectives, it is necessary for 

data to support claims relating to emissions, and to 

can provide attestation that CABs are impartial, 
technically competent and in compliance with relevant 

General 
principles and requirements for bodies validating and 
verifying environmental information

Conformity assessment — General principles 
. 

Energy management 
systems — Requirements with guidance for use, plays 
a key role in ensuring the prevention of environment 
degradation, as many organizations are implementing 
energy management systems to reduce their energy 

their overall energy use. These measures deliver 
both cost benefits and improved environmental 
performance.

Making better use of renewable energy resources 
is also a crucial step in reducing overall emissions 
and reaching net zero targets. Accredited conformity 
assessment services can play an important role in 

for regenerative energy generation, the inspection of 

and noise forecasts for sites of new wind turbines. 
Accredited services thus contribute to bringing 
green energy to market and making the operation of 
regenerative power generation plants safer.

Climate change poses a threat both to the environment and the world economy. 

mitigation and adaptation, which depend on the transformation of economic 
activities to become “climate friendly”, or “carbon neutral”. Using accredited 

the global response to the threat of climate change by playing a central 

development projects, and by incentivizing the promotion of low-carbon solutions 
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気候変動対策に貢献する認定スキーム

気候変動は、環境と世界経済の両方に脅威をもたらします。気温の上昇、海面
上昇、異常気象は、インフラにダメージを与え、人々の健康に影響を与え、農
業や漁業に悪影響を及ぼす可能性があります。長期的な経済的繁栄のた
めには、気候変動を緩和すると共に適応していくことが求められており、
それを左右するのは「気候に配慮した」、または「カーボンニュートラル
に向けた」経済活動の変化です。
認定された 試験、測定、検証および妥当性確認サービスの利用に
よって、気候変動の脅威に対する全世界の取組みを強化します。例え
ば、エネルギー効率化プログラム、再生可能なエネルギー供給、炭素
価格設定などの公共政策において中心的な役割を担うこと、低炭素プロ
ジ ェ ク ト へ の 融 資 を 行 う こ と、低 炭 素 ソ リ ュ ー シ ョ ン の 推 進 や ICAO 
CORSIA などの排出量削減制度を奨励すること、が挙げられます。

最適化のために、エネルギーマネジメントシステ
ムを運用しています。
このような取組みは、コスト便益と環境パフォーマ
ンスの改善の両方をもたらします。

再生可能なエネルギーの有効活用は、総排出量
を削減し、ネットゼロ目標を達成するための重要
なステップでもあります。認定された適合性評価
サービスは、再生可能エネルギー発電所の認証、
風力・太陽光発電所の検査、洋上風力発電所の
認証など、グリーンエネルギーにおいて重要な役
割を果たします。認定された試験所は、新しい風力
タービンの設置場所について、風速や遮光・騒音
予測などの専門的な意見を示します。このように、
認定を受けたサービスは、グリーンエネルギーの
市場導入や 再生可能エネルギー発電所の安全な
運用に貢献しています。

気候変動の目標を実現するため、組織は効果的
かつ効率的なプロセスを持つことが必要です。ま
た、排出量に関する主張の裏付けとして、比較可
能かつ検証可能なデータを持ち、それらの主張が
独立して検証されることが不可欠です。適合性評
価機関が公平で技術的に力量があるのは、ISO 
14065（環境情報 妥当性確認及び検証する機関
の一般原則及び要求事項」や ISO/IEC 17029（適
合性評価 - 妥当性確認及び検証機関の一般原則
及び要求事項」のような関連する国際規格に適合
しているためであり、認定によりそれを証明するこ
とができます。また、別の規格である ISO 50001

（エネルギーマネジメントシステム - 要求事項及
び利用の手引）は、環境劣化防止に重要な役割を
果たし、多くの組織がエネルギー消費量の削減、
エネルギー効率の向上、エネルギー使用全体の



7

CORSIA

globally implemented scheme established by 

neutral growth from 2020 onwards.

seeks to support climate action and look towards economic sustainability.

2  emissions. 

like KCAA in complying with requirements.

National Markets and Competition Commission 

scheme for the inspection of energy efficiency 

recognized independent third-party inspection body, 

the plant receives remuneration.

supported the development of the Microgeneration 

the scheme, and testing and inspection bodies that 

Accreditation of the MCS provides assurance to 

purpose and that installers are competent to install 

potential, whilst simultaneously enabling innovative 

the market.

accreditation and accredited services play important 
primary and secondary roles – for both the industries 

emissions.
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CORSIA
CORSIA（Carbon Offsetting and Reduc-
tion Scheme for International Aviation）は、
国際民間航空機関（ICAO）が制定した世
界共通の制度です。
国連の気候変動に関する政府間パネル

（IPCC）第 6 次評価報告書によると、2019 年の世界の炭素排出量に占める航空活動の割合は 2.76％
であり、この数字は今後飛躍的に上昇することが予測されています。CORSIA は、2010 年の ICAO 総会
で採択された「2050 年まで年率 2％のエネルギー効率向上」と「2020 年以降のカーボンニュートラルな
成長の達成」という 2 つの意欲的な目標を受けて設立されました。

CORSIA 制度の目的は、2019 年以降の CO2 年間排出量の監視・報告・検証（MRV）システムの実施と、
2021 年以降の CO2 排出量の相殺という、2 つの重要な責務を航空会社が果たし、航空業界が気候変
動に与える影響に対処することです。カーボンオフセットは、ICAO が承認した GHG プログラムが発行
する排出枠を購入することで達成される見込みです。また、航空会社は CORSIA 適合燃料を使用するこ
とで、排出量相殺の必要性を軽減することができます。CORSIA プログラムは、国連の持続可能な開発
アジェンダに寄与し、CORSIA の実施を通じて航空業界はクライメートアクションをサポートし、経済的
な持続可能性に貢献することを目指しています。

信頼性の高い CO2 排出量の算定報告書には、ISO 14065 の認定を受けた第三者検証機関が不可欠
です。例えば、メキシコの認定機関である ema は、通信運輸省連邦民間航空局、全国航空運送会議所

（CANAERO）、国際航空運送協会（IATA）と協力し、CORSIA の普及に取り組んでいます。

ケニア民間航空局（KCAA）は、2021 年 ICAO CORSIA フォーラムで、CORSIA の導入時に得た課題と教
訓についてコラボレーションに重点を置いた講演を行いました。ケニアの認定機関は、KCAA のような組
織が ICAO に基づく要求事項に適合するために、現在、ISO/IEC 17029 に基づく認定制度を開発中です。

MCS の認定は、エンドユーザーに対して、再生可
能エネルギー製品が目的に適っていること、設置
者が設置の力量を有していることを保証します。
同様に、再生可能エネルギーシステムの独立した
検証や試験は、その潜在能力を発揮させると同時
に、革新的でより効果的な技術投入を可能にしま
す。

このように、気候変動対策において、認定と認定さ
れたサービスは、産業界や政策措置双方にとって、
排出量の削減と相殺に重要な一次的、二次的役
割を果たすことが明らかです。

スペインでは、スペイン国家市場競争委員会
（CNMC）エネルギー総局がスペイン認定機関
（ENAC）と共同で、UNE EN-ISO/IEC 17020 規格
に基づく熱電併給（コージェネレーション）のプラン
トのエネルギー効率条件の検査を行うための認
定スキームを開発しました。このスキームは、独立
した第三者検査機関が、コージェネレーションプラ
ントの達成したエネルギー効率を検査し、その結
果として発行した証明書の提出をプラントに要求
するものです。エネルギー効率の最小値が達成さ
れると、プラントは報酬をうけることができます。
英国認定サービス（UKAS）は、2006 年にマイクロ
ジェネレーション認証スキーム（MCS）の開発を支
援しました。UKAS はこのスキームに加え、太陽光、
風力、波力発電設備を審査する試験や検査機関
の認定を行っています。
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ACCREDITATION SUPPORTING THE 
CIRCULAR ECONOMY
To reduce the impact of economic activities on the environment and support long-term economic growth, 
countries worldwide are shifting from a linear to a circular economy. The circular economy is an economic 
model where production and consumption do not compromise the environment, as it focuses  on repair, reuse, 
remanufacturing and recycling, thus reducing the production of waste and the use of resources. 

Advantages of the circular economy:

• Takes into consideration environmental, economic 
and social aspects in a sustainable lifecycle for 
products.

• 
services.

• Reduces emissions, minimizes the consumption 
of natural resources and the generation of waste.

• Reduces production costs, since waste can be 
returned back to its own production process and/
or be used to generate income from its sale as raw 
material for other production processes.

• 
awareness of climate change and consumption 
habits, balancing the economy with the environment.

• The reuse of local resources can generate less 
dependency on imported raw materials.

• Improves the organizational brand since 
environmentally responsible actions are employed 
for the management of waste.

Accredited conformity assessment can help ensure 
that circular economy principles are followed and 
implemented.

Conformity 
assessment — Requirements for the operation of 
various types of bodies performing inspection, in order 
to reduce the negative impacts linked to the recycling 

Sustainability, economics and accreditation all play 

health through the creation of standards and laws, 

environmental stewardship, sustainable growth, air and 
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循環型経済を支える認定

経済活動が環境に与える影響を低減し、長期的な経済成長を支えるために、世界各国では、直線型
経済（リニアエコノミー）から循環型経済（サーキュラーエコノミー）への移行が進んでいます。
循環型経済とは、リペア、リユース、リマニュファクチュアリング、リサイクルに重点を置くことで、廃棄物
の発生量や資源の使用量を抑え、生産と消費が環境に負荷を与えない経済モデルのことです。

認定された適合性評価により、循環型経済の原則
の遵守や実施を確実にすることができます。

ＥＵの船舶リサイクル規則では、船舶のリサイクル
に関連する悪影響を低減するために、独立した検
証者が ISO/IEC 17020 検査機関として認定を受
けている必要があると規定されています。

適格な組織によって行われる検証は、規制当局に
対して、業務が効果的に実施されているという信
頼を与えます。

持続可能性、経済性、認定はすべて、米国環境保
護庁（EPA）の業務において重要な役割を担って
います。

1970 年 7 月に設立された EPA は、エネルギー効
率、環境管理、持続可能な成長、大気と水質、汚染
防止を支援するプログラムに加え、基準と法律の
制定を通じて、人間の健康と環境衛生を守ること
を目的としています。

循環型経済のメリット：

・持続可能な製品ライフサイクルにおける、環境・ 
   経済・社会の側面に配慮します。
・新しいビジネスモデルやサービスを促進します。
・排出量を削減し、天然資源の消費と廃棄物の発
   生を最小限に抑えます。
・廃棄物について、自社工程での再利用や、他社
   への売却を通じた収益により、生産コストを削減
   できます。

・気候変動や消費習慣に対する認識を高め、経済
   と環境のバランスをとることで、社会的利益をも
   たらします。

・身近な資源を再利用することで、輸入原材料へ
   の依存度を低減できます。
・廃棄物の管理において環境に配慮した行動をと
   ることで、組織ブランドを向上させます。
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• WaterSense®, an initiative to conserve 
water, and 

• 
conserve energy. 

Bo th  p rog rams  requ i re 
accreditation to verify the 
competence of organizations 
that test and certify products 
qualified for WaterSense and 

IBM, which holds accredited 

collected and processed more than 
2 billion pounds of end-of-life IT products 

or recycled.

The Quality Infrastructure Project for the Circular 

of American States and the National Metrology Institute 

the competencies of quality infrastructure in Latin 
America and the Caribbean in support of the circular 
economy. Quality infrastructure services are essential 
in supporting research for new materials, products and 
technologies and determining the environmental 
impacts of production and consumption patterns. 
The project will promote and supervise cooperation 
and the creation of networks between the actors of the 
quality infrastructure and the circular economy.

As interest in the principles of the circular economy 
grows, and an increasing number of consumers 

seek out environmentally sound, ethically 
sourced products and services, 

proving sustainability becomes 
increasingly valuable to 

of an ethical claim can provide assurance that 
the claim can be trusted. In Italy, UNI and 

for sustainable development 
– Application guidelines to 

an organization must consider 
when declaring an ethical 
assertion of responsibility for 

sustainable development.

There is a huge opportunity to 
invest in companies that are adopting 

these practices and innovating with the 
aim of reducing environmental impacts, otherwise 

In France, public authorities encourage companies 
to integrate environmental, social and governance 

invest their savings in more ethical, socially responsible 
and environmentally friendly investments. Cofrac-
accredited conformity assessment helps support this 
practice by assessing and verifying the claims made 
by these companies. Companies are then issued with 

to protect the environment. The United Nations, 
regulators, professional associations and industries 
have developed plans to achieve these goals. Now, 
it is imperative to responsibly manage activities that 
will preserve the environment, grow the economy and 
advance human wellbeing. Accreditation of third-
party conformity assessment services can help 
ensure the compliance of products, services and 
systems necessary to create a sustainable system 
that will provide for billions of people worldwide while 
supporting a sustainable, healthy environment.
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持続可能性を支援する EPA プログラムの例として、

以下の 2 つが挙げられます。

・「WaterSense®（節水）」への取り組み

・「EnergyStar®（省エネルギー）」への取り組み

WaterSense と EnergyStar により認

証された製品を試験及び認証す

る組織は、これらどちらのプログ

ラムでもその能力を検証するた

めの認定が必要とされます。

認 定 さ れ た 認 証 機 関 か ら

ISO1400 認 証 を 受 け て い る

IBM は、1995 年から 2014 年の

間に、世界中で 20 億ポンド以上

の使用済み IT 製品を回収・処理し

ました。

2014 年中に処理された量の 97％近くが、リユース、

リソールド（再販売）、またはリサイクルされました。

アメリカ品質インフラ（Quality Infrastructure of the 

Americas）、米州機構（OAS）の及び、ドイツ国立計

量研究所が 2020 年から 2023 年にかけて実施して

いる「循環型経済のための品質インフラプロジェクト

-QI4CE」は、循環型経済を支える中南米・カリブ海

地域のインフラ品質の能力強化を目指しています。

高品質のインフラサービスは、新素材、新製品、新技

術の研究を支援し、生産と消費パターンが環境に与

える影響を判断する上で不可欠です。

このプロジェクトは、高品質インフラと循環型経済の

当事者間の協力とネットワークづくりを促進し、監督

するものです。

循環型経済の原則への関心が高まり、環境に優し

く、倫理的に調達された製品やサービスを求める消

費者が増える中、持続可能性を証明するこ

とは、組織にとってますます価値ある

ものとなっています。倫理的な

主張の下で認定された妥

当性確認と検証によ

り、その主張の信頼性を保証することができます。

イタリア、UNI と ACCREDIA は、「UNI（持続可能な

開発に対する責任の倫理的主張（UNI/PdR 

102:2021）へ の 適 用 指 針 ISO/TS 

17033:2020 を発行し、組織が持

続的発展に対する責任につい

て、倫理的な主張を宣言する際

に考慮すべき要素を特定して

います。

SRI（Socially Responsible 

Investment：社会的責任投資）

と呼ばれる投資は、環境負荷の

低減を目的とした活動を実践し、革

新を続けている企業への投資に大き

なチャンスとなります。

フランスでは、公的機関が企業に対して環境・社会・

ガバナンス（ESG）の基準を自社の方針に組み込む

ことを奨励し、個人に対してはより倫理的で社会的

責任のある、環境に優しい投資で個人資産を運用す

るよう促しています。

Coflac（コフラック）が認定する適合性評価では、こ

れらの企業の主張を評価・検証することで、これが

実践できるよう支援しています。

企業には証票が発行され、消費者へ ESG 宣言につ

いての信頼感を与えます。

世界中の経済が環境保護という目標で結ばれてい

ます。

国連、規制当局、専門家団体、産業界は、これらの目

標を達成するための計画を策定しています。

今、環境を保全し、経済を発展させ、人々の豊かな生

活を実現するための活動を、責任を持って管理する

ことが求められています。

第三者適合性評価サービスの認定は、持続可能で

健康的な環境をサポートしながら、世界中の何十億

もの人々に供給する持続可能なシステムを作るた

めに必要な、製品、サービス、システムの適合性を保

証するのに役立ちます。
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認  定
サステナブルな経済成長と環境をめざして

http://publicsectorassurance.org/
http://business-benefits.org/
http://www.youtube.com/channel/UCUMKbQYOBUnerGMHLmtU7ew



